
言
語
力
育
成
の
視
点
か
ら
見
た
景
観
ス
ケ
ッ
チ
・
景
観
写
真
の

読
み
取
り
に
関
す
る
学
習
課
題

－
　
英
国
初
等
地
理
教
科
書
き
Q
 
G
S
笥
竜
骨
の
場
合
　
－

吉
　
水
　
裕
　
也

一
　
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
「
景
観
」
を
鍵
概
念
と
し
た
地
理
授
業
に
お
け
る
学
習
課
題
を
、
言
語
力
育
成
を
主
な
視
点
と
し
て
明
ら
か
に
す
る

手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
う
ち
、
授
業
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
内
容
の
学
習
課
題
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
発
見

さ
せ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
景
観
写
真
、
景
観
ス
ケ
ッ
チ
を
用
い
た
例
を
検
討
し
た
。

平
成
二
〇
年
版
学
習
指
導
要
領
（
小
・
中
）
が
告
示
さ
れ
、
各
解
説
編
も
出
版
さ
れ
た
。
P
I
S
A
型
読
解
力
の
不
足
が
マ
ス
コ

ミ
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
、
「
言
語
力
」
　
の
育
成
が
各
教
科
で
重
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
社
会

系
教
科
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
科
、
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
で
は
身
近
な
地
域
の
観
察
・
調
査
な
ど
を
行
う
学
習
に
お
い
て
、
的
確

に
記
述
し
解
釈
を
加
え
て
報
告
す
る
こ
と
、
法
則
性
や
概
念
を
基
に
事
象
を
説
明
す
る
こ
と
、
価
値
判
断
や
未
来
予
測
、
ま
た
、
未

来
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
必
要
な
場
面
を
設
け
て
各
自
の
解
釈
・
判
断
を
論
述
し
た
り
、
意
見
を
交
換
し
た
り
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
言
語
力
や
思
考
力
の
育
成
の
た
め
に
、
様
々
な
資
料
を
的
確
に
読
む
こ
と
や
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
関
連

付
け
て
読
む
、
比
べ
て
読
む
、
批
判
的
に
読
む
な
ど
の
指
導
を
充
実
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
］
と
い
う
内
容
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
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記
述
、
説
明
、
解
釈
・
判
断
を
組
み
込
ん
だ
授
業
、
そ
し
て
資
料
を
関
連
付
け
、
比
較
し
、
批
判
的
に
読
む
授
業
が
必
要
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
P
I
S
A
型
読
解
力
で
は
文
章
な
ど
の
連
続
型
テ
キ
ス
ト
、
及
び
、
グ
ラ
フ
、
図
表
、
地
図
な
ど
の
非
連
続
型
テ
キ

ス
ト
の
読
解
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
社
会
科
地
理
的
分
野
の
学
習
で
は
、
非
連
続
型
テ
キ
ス
ト
を
多
用
し
て
い
る
た
め
、
非

連
続
型
テ
キ
ス
ト
の
読
解
力
育
成
に
は
、
社
会
科
地
理
的
分
野
が
重
要
な
位
置
づ
け
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
図
、
景
観
ス
ケ
ッ

チ
、
景
観
写
真
は
、
地
理
学
が
伝
統
的
に
用
い
て
き
た
方
法
で
あ
り
、
地
理
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
方
法
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
こ
で
、
社

会
科
や
地
理
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
方
法
で
非
連
続
型
テ
キ
ス
ト
の
読
解
は
十
分
可
能
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
分
析
対
象
を
非
連
続
型
テ
キ
ス
ト
に
あ
た
る
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
景
観
写
真
に
基
づ
い
た
学
習
課
題
や
問
い
に
絞
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
記
述
、
説
明
、
解
釈
、
判
断
さ
せ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

以
下
、
本
稿
で
の
手
順
を
示
す
。

①
　
言
語
力
育
成
の
視
点
か
ら
、
記
述
、
説
明
、
解
釈
・
判
断
等
、
用
語
の
概
念
規
定
を
行
う
。

②
　
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
景
観
ス
ケ
ッ
チ
・
景
観
写
真
を
分
析
対
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
教
科
書
で
ど
の
よ
う
な
読

み
取
り
内
容
と
読
み
取
り
結
果
を
想
定
し
て
い
る
の
か
を
、
言
語
力
育
成
、
お
よ
び
社
会
認
識
形
成
、
市
民
的
資
質
育
成
に
関
す

る
後
述
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
分
析
し
、
問
い
の
形
で
抽
出
す
る
。

③
　
結
果
を
考
察
し
、
教
科
書
の
特
徴
を
検
討
す
る
。

④
　
明
ら
か
に
な
っ
た
特
徴
を
踏
ま
え
、
景
観
ス
ケ
ッ
チ
・
景
観
写
真
の
読
み
取
り
を
通
し
た
社
会
認
識
形
成
お
よ
び
言
語
力
育
成

の
た
め
の
方
向
性
を
提
示
す
る
。

145



二
　
言
話
力
育
成
の
た
め
の
記
述
、
説
明
、
解
釈
・
判
断

言
語
力
育
成
協
力
者
会
議
の
定
義
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
言
語
力
育
成
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
用
語
を
定
義
す
る
。
な
お
、

言
語
力
育
成
協
力
者
会
議
で
は
、
記
述
、
説
明
、
解
釈
・
判
断
と
い
う
概
念
を
提
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
言
語
力
育
成
を
論
じ
る

と
き
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
語
句
を
本
稿
で
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

記
述
‥
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る
た
め
の
問
い
に
対
す
る
答
え
、
ま
た
は
答
え
る
行
為
。

説
明
‥
法
則
性
や
概
念
を
も
と
に
し
た
、
因
果
関
係
に
関
す
る
問
い
に
対
す
る
答
え
、
ま
た
は
答
え
る
行
為
。

解
釈
‥
情
報
や
概
念
を
用
い
て
事
象
に
対
し
て
意
味
づ
け
す
る
問
い
に
対
す
る
答
え
、
ま
た
は
答
え
る
行
為
。
未
来
予
測
を
含
む
。

判
断
‥
与
え
ら
れ
た
情
報
と
自
ら
の
経
験
等
を
結
び
つ
け
、
合
理
的
に
意
志
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
な
問
い
に
対
す
る
答
え
。
ま

た
は
答
え
る
行
為
。
価
値
判
断
。

こ
の
よ
う
に
各
語
を
定
義
し
た
い
。
ま
た
、
記
述
、
説
明
は
、
主
に
社
会
認
識
形
成
に
係
わ
る
内
容
を
対
象
と
し
て
お
り
、
合
理

的
な
価
値
判
断
を
行
う
た
め
の
ベ
ー
ス
と
な
る
知
識
と
位
置
づ
け
る
。

三
　
分
析
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
設
定

以
上
述
べ
て
き
た
事
柄
は
、
言
語
力
育
成
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
社
会
科
が
取
り
組
ん
で
き
た
社
会
認

識
形
成
、
市
民
的
資
質
育
成
の
過
程
．
で
身
に
つ
け
ら
れ
て
き
た
知
識
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
定
着
さ
せ

る
た
め
の
方
法
も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
言
語
力
育
成
協
力
者
会
議
の
指
摘
を
参
考
に
、
記
述
、
説
明
、
解
釈
、
判
断
を
適
切
に

行
う
た
め
の
方
法
を
組
み
込
ん
で
分
析
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
設
定
し
た
。
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分
析
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

内
容
　
記
述
（
い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
こ
で
、
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
）

説
明
（
な
ぜ
）

解
釈
（
ど
の
よ
う
に
）

判
断
（
ど
ち
ら
を
、
ど
れ
を
）

方
法
　
関
連
づ
け
、
比
較
、
批
判

四
　
分
析
対
象
教
科
書

分
析
し
た
英
国
初
等
地
理
教
科
書
は
、
お
古
G
g
g
l
竜
骨
p
u
p
i
－
一
s
b
0
0
k
－
・
A
（
N
e
－
s
O
n
社
発
行
、
K
S
N
、
Y
e
a
品
ふ
用
）
で
あ

り
ーヴ

恕
本
テ
キ
ス
ト
の
初
版
は
一
九
八
六
年
と
あ
る
が
、
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
今
回
分
析
対
象
と
し
た
の
は
一
九
九
二
年
発
行

の
も
の
で
あ
る
。

き
Q
 
G
月
当
竜
骨
は
、
一
冊
平
均
約
六
〇
貢
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
、
特
に
、
課
題
（
A
s
s
i
叩
ロ
m
e
n
t
）
と
発
展
（
O
n
e
 
S
t
e
p
句
u
H

t
h
e
r
）
、
個
人
研
究
　
（
p
e
r
s
O
ロ
巴
R
e
s
e
a
r
c
h
）
　
と
い
う
問
い
の
セ
ッ
ト
　
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
1
）
　
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
1
テ
ー

マ
見
開
き
二
貢
で
展
開
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
英
国
の
地
理
教
科
書
全
般
の
特
徴
と
も
い
え
る
が
、
日
本
の
教
科
書
と

の
大
き
な
違
い
は
、
教
科
書
中
に
こ
れ
ら
の
問
い
が
す
べ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
テ
ー
マ
と
関
連
し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
多
用

し
、
そ
れ
に
関
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
設
定
す
る
と
い
う
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
型
の
教
科
書
で
あ
る
　
（
図
1
）
。
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五
　
教
科
書
分
析
の
結
果

本
節
で
は
、
前
述
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
分
析
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。
な
お
、
分
析
対
象
教
科
書
か
ら
訳
出
し
、
分
析

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
分
類
し
た
問
い
の
例
を
示
し
て
お
く
（
資
料
1
）
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
問
い
の
配
列

ア
．
問
い
を
明
確
に
し
た
記
述
、
説
明
、
解
釈
、
判
断
‥
内
容
の
分
析

本
テ
キ
ス
ト
で
は
、
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
景
観
写
真
の
読
み
取
り
の
た
め
、
記
述
に
関
す
る
問
い
を
多
数
設
定
し
て
い
る
。
テ
キ
ス

ト
中
に
は
前
述
の
通
り
、
課
題
（
A
s
s
i
g
n
m
e
n
t
）
、
発
展
（
O
n
e
 
S
t
e
p
勺
u
r
t
h
e
r
）
、
個
人
研
究
（
P
e
r
s
O
n
a
－
R
e
s
e
a
r
c
h
）
と
い

う
3
つ
の
タ
イ
プ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
特
に
「
課
題
」
　
で
は
、
記
述
に
関
す
る
内
容
の
問
い
が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
景
観
写
真
に
対
し
て
の
読
み
取
り
の
視
点
（
内
容
）
を
「
問
い
」
の
形
で
提
供
し
、

子
ど
も
た
ち
に
ミ
ク
ロ
な
情
報
を
出
来
る
だ
け
豊
か
に
獲
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

一
方
、
「
発
展
」
で
は
、
記
述
し
た
内
容
を
基
に
し
た
説
明
や
解
釈
、
判
断
の
割
合
が
高
く
な
る
。
「
発
展
」
に
対
し
て
「
課
題
」

が
よ
り
基
礎
的
・
基
本
的
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
基
礎
や
基
本
は
、
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
景
観
写
真
か
ら
抽
出
し
た
記
述
的

知
識
や
分
析
的
知
識
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
各
貢
に
「
発
展
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
記
述
に
終
わ
ら
ず
、
説

明
や
解
釈
（
未
来
予
測
）
、
判
断
（
価
値
判
断
）
　
へ
と
進
め
る
過
程
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
個
人
研
究
」
は
、
習
得
し
た
知
識
な
ど
を
用
い
て
、
自
分
自
身
や
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
事
象
に
つ
い
て
考
え
る
設
定
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
、
記
述
的
知
識
、
分
析
的
知
識
や
説
明
的
知
識
を
獲
得
し
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
社
会
一
般
の
事
象
に
つ

い
て
の
解
釈
（
未
来
予
測
）
や
価
値
判
断
を
行
う
タ
イ
プ
、
ま
た
は
、
自
分
自
身
や
身
近
な
地
域
の
事
象
に
当
て
は
め
て
　
（
当
事
者
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化
を
図
っ
て
）
行
う
タ
イ
プ
の
判
断
と
な
っ
て
い
る
。

，

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

［

［

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

］

－

】

1

－

－

－

－

－

－

－

－

［

－

［

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

一

一
課
題
（
情
報
の
収
集
、
記
述
）
1
発
展
（
説
明
、
解
釈
、
判
断
）
1
個
大
研
究
（
解
釈
、
判
断
）
一

L

－

－

－

－

－

［

［

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

】

1

－

1

－

－

－

－

－

［

－

［

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

】

－

】

］

－

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

］

－

」

こ
う
い
っ
た
学
習
過
程
の
中
で
、
書
（
描
）
　
い
た
り
、
発
表
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
言
語
力
が
育
成
さ
れ
る
仕
組
み
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
。

ィ
．
関
連
づ
け
、
比
較
の
多
用
‥
方
法
の
分
析

本
テ
キ
ス
ト
で
は
、
一
枚
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
景
観
写
真
か
ら
何
か
を
読
み
取
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
ペ
ー
ジ
で
、

複
数
の
景
観
写
真
を
時
間
軸
で
比
較
さ
せ
て
地
域
や
事
象
の
変
容
を
見
た
り
、
景
観
ス
ケ
ッ
チ
と
景
観
写
真
、
景
観
写
真
と
地
図
、

景
観
ス
ケ
ッ
チ
と
地
図
を
関
連
づ
け
て
読
み
取
り
を
さ
せ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

関
連
づ
け
、
比
較
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
多
様
性
や
共
通
性
と
い
う
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
変
容
を
認
識
さ
せ
た
け
す
る

方
法
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
初
等
段
階
の
教
科
書
の
た
め
か
、
批
判
的
に
景
観
ス
ケ
ッ
チ
と
景
観
写
真
を
読
ま
せ
る
問
い

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
K
S
3
段
階
で
ど
の
よ
う
な
問
い
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

②
景
観
の
扱
い

ア
．
景
観
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
景
観
写
真
へ

本
テ
キ
ス
ト
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
前
半
に
は
景
観
ス
ケ
ッ
チ
が
多
く
、
後
半
に
は
景
観
写
真
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
。
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一
般
に
、
写
真
は
撮
影
者
の
ア
ン
グ
ル
で
実
際
の
景
観
を
切
り
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
が
現
像
さ
れ
る
と
き
に
は
、
ト
リ
ミ

3

ン
グ
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
撮
影
者
の
撮
影
意
図
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
あ
懲
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
、
地
理
写
真
研
究
の
分
野

で
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
ま
た
、
本
テ
キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
英
国
に
お
い
て
も
、
K
S
3
段
階
の
ス
キ
ー
ム
・
オ
ブ
・
ワ
ー
ク

4

に
お
い
て
、
「
国
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
単
元
プ
ラ
ン
の
中
に
フ
ォ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
懲

ス
ケ
ッ
チ
と
写
真
と
の
違
い
は
、
ス
ケ
ッ
チ
の
方
が
あ
ら
か
じ
め
情
報
を
選
択
し
て
提
供
す
る
点
が
強
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
写
真

で
あ
れ
ば
写
ら
な
い
点
を
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ら
描
き
込
む
こ
と
が
出
来
る
。
写
真
な
ら
撮
影
視
点
は
1
つ
で
あ
る
が
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ら

複
数
の
視
点
か
ら
見
た
も
の
を
一
枚
の
中
に
書
込
む
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
教
え
た
い
内
容
だ
け
を
「
単

純
化
」
し
、
「
都
合
の
よ
い
　
（
現
実
に
存
在
し
そ
う
な
こ
と
を
モ
デ
ル
化
し
て
提
示
す
る
）
」
教
材
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、

ス
ケ
ッ
チ
に
優
位
性
が
あ
る
。

本
テ
キ
ス
ト
中
に
、
次
の
よ
う
な
問
い
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
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5
　
a
　
写
真
中
に
い
く
つ
の
教
会
が
見
え
ま
す
か
。

b
　
地
図
の
上
で
は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

C
　
写
真
上
で
の
教
会
と
聖
堂
と
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
。

6
　
サ
リ
ー
と
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
ノ
ー
ウ
ィ
ッ
チ
探
検
を
す
る
の
に
よ
り
役
立
つ
の
は
写
真
で
す
か
、
地
図
で
す
か
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
説
明
し
な
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
旨
詮
G
等
g
届
き
P
u
p
i
－
．
s
 
B
0
0
k
麻
　
p
．
告

ま
た
、
景
観
写
真
と
地
図
を
比
較
さ
せ
た
問
い
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。



l

I

こ
の
地
図
は
写
真
と
同
一
地
域
を
示
し
て
い
る
。
地
図
は
写
真
が
語
ら
な
い
も
の
を
我
々
に
語
り
ま
す
。
表
を
コ
ピ
ー
し
て

完
成
さ
せ
な
さ
い
。

（
隷
詮
G
S
当
竜
骨
P
u
p
i
－
．
S
詳
O
k
－
p
．
－
3

：　　、，
＿．＿．＿＿．＿．＿＿＿＿J

ィ
．
読
み
取
り
視
点
の
設
定
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
創
造

本
テ
キ
ス
ト
の
特
徴
と
し
て
、
写
真
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
教
科
書
と
異
な
っ

た
特
徴
で
あ
る
。
ソ
ン
タ
グ
（
S
O
n
t
a
g
車
）
は
、
「
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
私
た
ち
の
目
の
証
言
を
踏
み
に
じ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し

．
ン

ど
ん
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
、
写
真
の
意
味
を
永
久
に
制
約
し
た
り
保
証
し
た
り
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
い
な
し
か
し
、
本
テ

キ
ス
ト
の
意
図
は
、
ソ
ン
タ
グ
の
い
う
そ
れ
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
膨
大
な
数
の
問
い
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
作
業

を
手
伝
よ
う
に
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
教
育
の
場
で
は
あ
る
程
度
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
写
真
を
読
み
取
る

た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
地
理
学
を
は
じ
め
と
す
る
科
学
が
積
し
て
き
た
研
究
成
果
（
法
則
性
や
、
一
般
命

題
を
含
む
概
念
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
写
真
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
多
く
の
問
い
か
ら
、
写
真
を
通
し
て
地
域
性
や

社
会
の
仕
組
み
を
読
み
取
り
、
教
室
に
於
い
て
社
会
認
識
を
形
成
し
て
い
く
。

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
　
（
M
a
c
k
i
n
t
O
S
h
V
M
．
）
は
、
初
等
段
階
の
子
ど
も
た
ち
が
景
観
写
真
を
見
る
た
め
の
手
助
け
と
し
て
「
全
体

6

の
一
般
化
を
助
け
る
た
め
に
、
写
真
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
な
さ
い
。
］
と
述
べ
て
い
る
。
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
、
読
み
取
り
を

助
け
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
テ
キ
ス
ト
で
は
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の
指
摘
す
る
役
割
を
、
テ
キ
ス
ト
中
に
配
置

し
た
問
い
に
行
わ
せ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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六
　
小
結

英
国
の
初
等
地
理
教
科
書
隷
詮
G
合
唱
竜
骨
か
ら
景
観
写
真
や
景
観
ス
ケ
ッ
チ
を
用
い
て
学
習
す
る
内
容
に
関
す
る
問
い
を
抽
出

し
、
分
析
し
た
。

註
Q
 
G
ぷ
笥
竜
骨
で
は
、
課
題
、
発
展
、
個
人
研
究
と
い
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
、
記
述
1
説
明
1
解
釈
－
判
断
の
学

習
過
程
を
組
み
込
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
関
連
づ
け
と
比
較
を
多
用
す
る
こ
と
よ
っ
て
、
各
学
習
過
程
で
設
定
さ
れ
た
問
い
を
解
決
し

や
す
く
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
景
観
写
真
を
用
い
て
地
域
性
を
読
み
解
く
と
き
に
、
そ
れ
ら
を
通

し
て
読
み
解
い
た
事
象
を
総
合
す
る
一
つ
の
方
法
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
ど
の
程
度
の
　
「
書
く
活
動
」
を
し
て
い
る
の
か
は
、
実
際
の

授
業
実
践
を
観
察
す
る
な
ど
し
て
、
実
態
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
中
等
段
階
の
地
理
教
科
書
の
分
析
を
併
せ
て
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
述
、
説
明
、
解
釈
、
判
断
の
ど
の
内
容
を
、
ど
の
学
校
段
階
で
重
視
し
て
い
る
の
か
も
明
ら
か
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

7

さ
ら
に
、
生
産
景
中
心
の
内
諒
か
ら
、
山
野
正
彦
氏
が
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
の
景
観
や
場
所
に
関
す
る
研
究
内
容
の
展
開
と
し

て
、
①
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
景
観
解
読
、
②
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
都
市
景
観
、
特
に
消
費
景
観
の
批
判
的
考
察
、
③
「
空
間
の
生
産
」

論
と
の
接
合
、
④
景
観
研
究
と
「
他
者
」
の
政
治
学
と
の
接
合
、
⑤
「
景
観
」
と
「
場
所
」
　
の
記
述
、
⑥
「
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
」
概
念

8

の
使
用
」
と
い
う
内
線
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
も
対
応
し
、
消
費
の
景
観
な
ど
、
l
こ
れ
ま
で
の
社
会
科
地
理
学
習
に
お
事
て
あ
ま
り

扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
景
観
に
関
す
る
学
習
内
容
の
枠
組
み
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

153



【
附
記
】
本
小
論
は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
に
日
本
地
理
教
育
学
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。
本
小
論
は
、
平
成
一
八
年
度
～
平
成
二
〇
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
C
、
課
題
番
号
一
八

五
三
〇
七
三
三
、
研
究
代
表
者
　
吾
水
裕
也
）
　
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【註】

l

「
言
語
力
の
育
成
方
策
に
つ
い
て
（
報
告
書
案
）
」
言
語
力
育
成
協
力
者
会
議
（
二
〇
〇
七
・
八
・
一
六
）
机
上
配
付
資
料

23

4

－
J

6

H
a
r
r
i
s
O
n
や
u
 
H
a
r
計
O
n
譲
も
e
a
r
s
O
n
営
．
（
－
雷
巴
註
O
 
G
合
唱
萄
ぎ
N
ロ
d
．
e
d
．
（
N
e
w
N
a
t
i
O
n
a
－
C
u
鼠
c
u
F
白
E
已
t
i
O
n
）
セ
e
－
s
O
n
．

今
橋
映
子
（
二
〇
〇
八
）
『
フ
ォ
ト
・
リ
テ
ラ
シ
ー
ー
報
道
写
真
と
読
む
倫
理
』
中
公
新
書
、
全
二
五
六
貢

拙
稿
（
二
〇
〇
七
）
「
景
観
」
を
鍵
概
念
と
し
た
地
理
的
技
能
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要
教
育
学
部
編
第
四
六
集
、
二
九
・
四
一
貢

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
著
、
近
藤
耕
人
訳
（
一
九
七
九
）
『
写
真
論
』
、
晶
文
社
、
全
二
二
一
員

M
a
c
E
n
t
O
S
h
営
．
（
－
霊
∞
）
p
h
O
t
O
唱
a
p
h
s
盲
a
望
a
m
S
呂
d
m
a
p
玖
u
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
a
n
d
u
s
i
n
g
t
h
e
m
．
こ
n
 
C
a
r
t
e
r
串
－
（
E
d
s
．
）
．
、
謹
白
3
誌
Q
Q
村

亀
等
叫
選
も
導
G
q
Q
彗
竜
骨
、
㍉
㍗
h
e
 
G
e
O
唱
a
p
h
i
c
a
－
♭
加
S
O
C
i
a
t
i
O
n
や
－
∽
心

例
え
ば
、
岩
田
一
彦
は
、
山
本
熊
太
郎
が
景
観
読
解
の
中
核
的
な
内
容
を
生
産
景
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

岩
田
一
彦
（
一
九
八
五
）
山
本
熊
太
郎
の
景
観
地
理
教
育
論
と
恩
憩
的
源
泉
、
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
　
第
2
分
冊
、
言
語
系
教
育
・
社
会
系
教

育
・
芸
術
系
教
育
、
二
八
－
二
九
貢
。
山
本
熊
太
郎
（
一
九
三
二
）
『
生
活
地
理
教
育
の
動
向
』
、
古
今
書
院
、
八
一
頁

山
野
正
彦
（
二
〇
〇
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。

154



【
資
料
】
隷
詮
G
屯
点
づ
竜
首
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の
例

B
0
0
k
－

65 64 63 62 No．

37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 36 貢

等 曇 碧 雲

浸 れ で 生

と　り リ　体 で 景　ジ　の　グ テ
崖 歪 誓 羞 警 子 華 … l

マ

水 た 取 活 ） 活 ギ　メ　全 〇 の　グ ト

洪 空 座　　　　　　 の 写 ス写
水 中 標　　　　　　 家 真 ケ真

の ツ　°
＝ 図　　　　　　　　 ラ

ム
チ

C　課 A 発 B　課 A 課 課
題 展 題 題 題

かに 3 状缶 2 ず 1 を 3 1 次 が座 4　3　ま　2 1 ラ 記
’買　 態詰　 っ リ　　（ の育標 す　　　 ム 述

冷 うラで　 そあ好 スあ年産 っ（ 屋 そか ラ何 の
雛 芸董裸 でム買 b れげ き トな 6 標 て E

か しは う） らなな にた、くでい ’
0 錆 蛋 告宗 吾湯 去芸塁 享且

：らき）に 。と さべ↓ う　0で 記建　 何 兄を

簑至芸翫警いら、か　　は0館0　マン
貰蓑董真買

’よ 。ど　　　 5 作 且　　 ゴ
I 生 う　　 の 且　 つ 物　　　　 l 0 。　 い　 0 。

そ
れ
は
な
ぜ

で
す
か
CI

説
明

て　 2　う な 1
村　 に か

ヘ ビ な　つ も
救 の り た し
助 よ ま ら雨
が う す ど が
到 に か の や
着 し　 0 よ ま

国 2

で
育 ど
ち の

ま 作
す 物

か が
0英

解
釈
　（

未
来
予
塑

断 判
） 断

　（

価
値
判写 と 図 地 ○ 真 写 と 図 地 ○ 連 関

乾 と 季 雨 〇 一 ○ 較 比

判 批



67　　　　　　　 66

し
た
家
屋

　 ）

し　の写
た家 真
家 ’

浸　ラ
水 ム

B　発 D　課
展 題

得て 1 る　3　2 造 1
て新 と　　　 ら
い鮮 こ
るなの
の食女

雷歪欝 薫

で料性
L とは
よきど

茎喜損

うれの ので　0 う
かいよ く　し　　な
0なう ら　チ　 材
水に
をし

錆　 撃

が 2 しう　け　4
重 よから
要な う　0れひ
なぜ
のき
裏芸

職

ぜ L が
水 で　よか

る続 4　うど 3 い　り　た　5 う起ど 4 で
でけ　 かこ 。スで かこの　　 き

離 ；
日

。濃
こ　り　　 よは さ　の　 つ

ま　る　う　6　ま て の　 5 L と な　 3
す こ す　 す い よ よ し援
か と れ 彼 か る う 彼 う て 助 ど
0 が ば ら 。と に ら か い を の
で 逃 は　 恩 感 は 0 る 必 よ
き げ ど　　 い　じ ど で 要 う

○ 真

○ 季

156

B

0

0

k

的

鉄
筋
の
家
屋

写
真
を
注
意
深
く
見
な
さ
い
。

1
　
こ
の
家
屋
は
熱
帯

雨
林
の
標
高
の
高
い
地

あ
な
た
が
水
上
家
屋

に
住
ん
で
い
る
と
仮

定
し
ま
す
。
あ
な
た

の
生
活
に
つ
い
て
書

き
な
さ
い
。
学
校
、

遊
び
、
赤
ち
ゃ
ん
、

友
達
、
危
険
、
縄
跳

び
、
ボ
ー
ル
遊
び
。



19 18 17 16

ま　だ　た　サ の　屋
ど 女　し リ 写 根
の 性　や 1 真 裏
写　と　が を 部
真 か ん 着 屋

B　発 D　課 C　課 A 発
展 題 題 展

ま 1 床ま 1 を さ窓 家
す す　 注貯 い ’屋あ
か燃
。料

か ど意蔵
‥ん深用

這霊屋 莞

には何が使われてい

墓絹
掛買
て　写エい　真

酵

の家 2 すかペ 1 が 2 の上 2 れ域
漂言 ヒカ含亨 r ど ん

でな
はを　　 でか
な庇窓 す低

翫 ！！

いの　　まぜl

いぜi！ ぜががかい葦讐亨0買
いそ　　いるの　ずでい地新 3 すの場 2

すで域 し　 かい地
かすよい こ　0ず帯 こ
0か り家の　 れかの

’もが地　 の森家
少雨建域　 も林屋
なが っで　 の地 は
い多 たは　 で帯農

○

○ ○

－157－


